
１．はじめに

人間関係の問題はどの年代においてもみられることであるが、アルバイトやサークル活動な

ど、人間関係が広がっていく大学生は特に身近な人とのつきあい方や、そこでの自分の在り方

などに悩むことが多くなる。大学生は、思春期・青年期の課題とされるアイデンティティの確

立、親からの自立に直面する時期であり、大学入学時の環境変化も大きく、現実として卒業後

の職業選択にも迫られることから、不適応を起こす学生も多いという（三宅・岡本，２０１５）。先

行研究では、大学生が人間関係に悩み、中でも関係の構築や維持のためのコミュニケーション

スキルの不足を感じていることが報告されている。大学生２８５名を対象とした高井（２００８）の

研究では、人間関係で悩みがある学生が男子で６０.２％、女子で６６.５％であり、人間関係で悩みが

ある男子学生では、２８.３％が「対人スキル不足・コミュニケーションスキル不足」、女子学生で

は１９.１％が「合わない相手・嫌いな相手との関係」、１８.１％が「心を許せる友人がいない（少な

い）・希薄な人間関係」の悩みを挙げていた。 このような時期に、大学生がどのようなコミュ

ニケーションスキルに難しさを感じているのか検討することは大切である。

後藤・大坊（２００３）の研究によると、大学生が苦手、得意とするコミュニケーション状況は

どちらも「初対面の人物とのコミュニケーション」であった。苦手状況は、関係が長期的に見

通される人との出会いの場面において、どのような振る舞いが適切か戸惑うことであり、得意
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状況はアルバイトの接客など、相手との関係が一時的もしくは短期的であり、対応がマニュア

ル的に決められているような場面であると報告されている。社会的スキルが低い男女や社会的

スキルが高い女性については、親しくない人との会話に対する戸惑いや知らない人に対して人

見知りをする傾向があった。社会的スキルが高い男性については、既存集団への加入や知り合

い程度の相手に対して自分の意見を遠慮せず言うような、より積極的で主張的な対人関係を苦

手としていた。このように、ソーシャルスキルのレベルや性別により、苦手場面が異なること

が明らかにされている。

このようなソーシャルスキルが大学生の友人関係の満足度に関連していることも報告されて

いる。大対（２０１５）は、大学１、２
　

 年生を対象に、ソーシャルスキルが友人関係の満足度とど

のように関係しているか検討した結果、ソーシャルスキルの中でも関係開始スキル、関係維持

スキルが高いほど友人関係の満足度が高いことを明らかにしている。しかしながら、解読や感

情統制のスキルが高いほど友人関係の満足度が低いことも明らかとなり、大対（２０１５）は、相

手の気持ちを考えすぎたり、自分は友達からどう思われているのか気にすることが友人関係の

満足度を低くすると述べている。また、関係開始スキルや関係維持スキルが友人関係の満足度

に関係していることを明らかにしていることから、大学生に対してこのようなスキルをトレー

ニングすることが効果的であると指摘している（大対，２０１５）。

コミュニケーションスキルのトレーニングの必要性が指摘されていることから、近年、大学

教育の中でも、そのようなスキルの実習や研究が行われ、それらの効果も検討されている。ト

レーニングの内容も多岐に渡っており、大学１年生に対してピア・サポートのトレーニングを

実施したプログラム（山崎・三宅・橋本・平・松田，２００５）、コミュニケーションスキルトレー

ニングの１つとして行ったカウンセリング技法教育（青野，２０１０）、医科大学学生を対象に傾

聴トレーニングを用いたプログラム（稲森，２０１０）、アサーティブネス・トレーニングを実施

した授業（堀田，２００９）などが報告されている。このようなトレーニングにより、自己受容や

共感性などの発達が促されたり（青野，２０１０）、男性において自尊感情と社会的スキルが向上

し（山崎ら，２００５）、聴き手の傾聴スキルが増すことにより、話し手の話しやすさが促進した

ことなどが報告されている（稲森，２０１０）。

このように、コミュニケーションスキルプログラムの効果について報告されているが、今後、

大学教育において、心理学の基礎理論を用いた実習を通して、どのようにコミュニケーション

スキルを身につけることができるのか検討していくことも、今後のプログラムの発展に大切で
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ある。そのため、本論文では、著者らが共同で実施している実習授業の紹介とその授業の受講

者を対象としたアンケート調査で得られた回答（授業への期待、学習達成感、授業評価の記述）

から実習の効果や課題を検討することを目的とする。

２．調査概要・結果

�　実習への参加者

本調査は、第１回目の授業（２０１７年４月）および第１５回目の授業（２０１７年７月）において行

われ、参加者数は、それぞれ３０名（男性１３名、女性１７名）、２２名（男性８名、女性１４名）であっ

た。この科目は総合社会学部の心理系専攻の２年生以上の学生が履修できるようになってお

り、授業の参加者の大多数が２年生であった。この実習の定員は３０名であった。

�　プログラムの内容

「コミュニケーション心理学実習」は、心理学を専攻する学生を対象とする科目で心理学を

専門とする４名の教員が担当した。この科目は２０１６年度から開講され、心理学を基礎理論とす

るグループアプローチの効果について、実習を通して体験し、心理メカニズムについて理解す

ることを目的としている。今回報告する内容は、２０１７年度に実施した授業内容と、第１
　

 回目と

第１５回目の実習で実施したアンケート調査の結果である。

本研究を実施した２０１７年度の「コミュニケーション心理学実習」の各１５回の内容は Table １ 

のような内容であった。「オリエンテーションとコミュニケーションスキルについて」（１回）

と「チームビルディング」（２回～３回）では、非言語的、言語的なコミュニケーションを取

り入れ、ペアやチームでお互いに協同してワークを行い、受講生同士の関係づくりに役立てた。

「ソーシャルスキルトレーニング」（４回～６回）では、話す・聴くスキルなど、基礎的なコ

ミュニケーションスキルを中心に、ペアやグループとなり学習した。「アサーティブネスト

レーニング」（７回～１０回）では、実際に自分の思いや願い、頼みごとを伝える場面を想定し、

ロールプレイを用いて練習した。アサーティブネストレーニングの詳しい内容は、堀田・本

岡・大対・直井（２０１７）で報告されている。さらに、「問題解決療法」（１１回～１４回）では、対

人関係における問題を絞り込み、解決までステップを踏んでいく形式であった。詳しい内容

は、本岡・直井・大対・堀田（２０１７）で説明されている。この実習は、前半はグループやペア

になり、関係作りや基本的な話し方・聴き方のスキルについて学び、後半に進むにつれて、個
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人的な対人関係の問題に焦点を当てるコミュニケーションスキルを学習するようデザインされ

ていた。

�　調査の概要

本調査は、第１回目と第１５回目の授業にて実施したが、授業内に提出できなかった学生は、

授業後に担当教員に提出した。調査前に、本研究で記載された内容が成績に影響しないこと

や、個人情報の保護などに関する説明を書面で説明した後、第１回目のアンケート調査では年

齢、学年、性別、アルバイト経験、サークルの所属の有無、大学のクラブの所属の有無とクラ

ブ名、２回のデータを合わせるために誕生日と名前のイニシャルを記入させた。本稿で報告す

るのは以下である。

①　開始時における期待：具体的な場面と相手を挙げ、どのようなコミュニケーションスキル

を伸ばしたいか記載してもらった。さらに、特にこの授業で伸ばしたいスキルにチェックをし

てもらった。

第１５回目の授業では以下を尋ねた。

②　学習目標の達成感：学習目標として挙げていた４つの点（１．心理学の理論と日常生活の

様々な体験や現象とを結びつける力、２．自己や他者を理解する力、３．心理学の理論的枠組

みを用いて、良好なコミュニケーションについて考え、実践する力、４．ストレスや気分の落

ち込みに対処する力）について自己評価を求めた。どれほど「身についた」と思うか４件法

（１：全く、２：少し、３：まあまあ、４：非常に）で回答してもらった。

③　授業内容の評価：授業内容について、１．やってみて楽しかったもの・ためになったも

の、２．やりにくかったもの・嫌だったもの、３．「こういうこともやりたかった」というリ

クエストについて、自由記述で回答してもらった。

�　調査の結果

①　開始時における期待

第１回目の授業において回答を求めた「伸ばしたいコミュニケーションスキル」について、

本質問項目に回答した２９名分の具体的な場面と相手、スキルを Table ２ と Table ３ にまとめた。

コミュニケーションの相手としては、友人が一番多く挙げられており、友人に対するコミュニ

ケーションスキルで挙げられたカテゴリーは、「伝えるスキル」、「話し方・会話のスキル」、「断
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るスキル」、「気持ちや距離感などを察する、もしくは理解するスキル」、「教える・アドバイス

をするスキル」であった。

友人とのコミュニケーションの場面では「友達と話したいが、話が続かず沈黙してしまう」

「久々に再会した友人とうまく話せない」などの日常会話の場面から、「友人の言動が度が過ぎ

る、間違っていると思いつつも言い出せない」「友人とトラブルになった」など対人関係の問

題に関するものまで様々であった。友人では Table ２ に示されているように、伝えるスキルが

多く挙げられていた。伝えるスキルといっても様々であり、例として挙げられている Table ３ 

以外にも、「自分のわからない所を伝える」「自分の意見を相手にしっかり伝えるスキル」「持っ

ている知識を相手が理解できるように伝えるスキル」「スペースが欲しいと伝えるスキル」な

どが含まれていた。伝えるというスキルの中にも、自分の要求を伝えることが目標である場合

と、相手が理解できるように伝えたいなど、伝え方を向上したい場合など様々であった。

さらに、友人との間でも、話すスキルを伸ばしたいという学生もいた。例えば、「お互いに会

30―　　―

近畿大学教育論叢　第３０巻第２号（２０１９・２）

Table ２．伸ばしたいスキル

カテゴリー別
のスキル数　

比率
（％）

対象別の
スキル数

対象

１３伝えるスキル

３６３１友人

６話し方・会話のスキル

３断るスキル

３気持ちや距離感などを察する、もしくは理解するスキル

２教える・アドバイスをするスキル

４その他（問題解決スキルなど）

４伝えるスキル

１７１５アルバイト関係 ３相談・交渉する、あるいは納得させるスキル

８その他（断るスキルなど）

６仲良くなるスキル・会話のスキル
　９８

初対面、知らない人、
話したことがない人　 ２好印象を与える・印象を残すスキル

４伝えるスキル

　８７部活動、先輩、後輩 ２話し方・会話のスキル

１その他

３話し方・会話のスキル
　５４家族

１伝えるスキル

３質問・相談できるスキル　３３先生

６話し方・会話のスキル

１４１２複数 ３伝えるスキル

３その他（断るスキルなど）

２伝える・指摘するスキル

　８７その他 ２話し方・会話のスキル

３その他（説明するスキルなど）

８７１００８７
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話が楽しいと感じられる話のスキル」「学校の友達（知り合い）はまだ深く知らないところも

多いので、そのような人と挨拶やうまく話すスキル」などの雰囲気作りや話し方のスキルを

伸ばしたいことが報告されている。さらに、「友達を傷つけずに、誘いを断るスキル」などの

「断るスキル」を伸ばしたいことについても報告されていた。

友人の次に多く挙げられていたのがアルバイト関係であった（Table ２）。Table ３ の例にも挙

げられているように、アルバイト先の上司にシフトのスケジュールの調整を依頼することにつ

いての内容が多く挙げられており、上司に自分の要望を「伝えるスキル」、「相談・交渉する、

あるいは納得させるスキル」を伸ばしたい学生が多かった。さらに、新しく出会った人につい

ては「仲良くなるスキル・会話のスキル」、部活動関係や家族とのコミュニケーションスキルに

ついても「伝えるスキル」「話し方・会話のスキル」などが挙げられていた（Table ２）。

このような結果から、受講生たちは、友人との会話、友人やアルバイト先の上司に対して、

意見・要望を伝えること、相手の要望を断ることなどが難しいようであった。そのため、この

実習で「伝えるスキル」、「話し方・会話のスキル」、「断るスキル」などを向上することを期待

していることが推測できる。

②　学習目標の達成感

第１５回目の授業において調査した学習目標の達成度（４項目）について平均を求めたところ、

すべてが３（まあまあ）以上であり、この授業を通して目標がある程度達成できたことが示唆

された（Table ４）。特に、「自己や他者を理解する力」の達成度が高く、自らのコミュニケーショ

ンスキルを考えることにより、自己と他者の両方を理解する力が得られたと感じていたことが

明らかとなった。
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Table ４．学習目標の達成度

SDM項目

０.６８３.１心理学の理論と日常生活の様々な体験や現象とを結びつける力
０.５１３.５自己や他者を理解する力
０.７２３.３心理学の理論的枠組みを用いて、良好なコミュニケーションについて考え、実践する力

０.８７３.０ストレスや気分の落ち込みに対処する力 



③　授業内容の評価

「やってみて楽しかったもの・ためになったもの」として、２１名から回答があり、グループ

ワーク（７名）、チームビルディング（６名）、アサーティブネストレーニングの練習、ロール

プレイ（６名）が多く挙げられていた。「グループワークでは、自分の意見とは異なる考え方

を知ることができて、違う考え方があることを知って楽しかった」という意見も挙がっており、

他者と意見を交換して、異なった考え方を知ることに楽しさを感じているようであった。チー

ムビルディングでは、絡んだ紐を解いて円に戻るというグループ課題が４名の受講生から挙げ

られていた。また、アサーティブネストレーニングのロールプレイやロールプレイの観察が良

かったことも４名の受講生から挙げられていた。このように、チームビルディング、ロールプ

レイ、グループワークなどを行いながら、自らのコミュニケーションスキルについて考えてい

くことが楽しく、ためになっているようであった。

一方で、「やりにくかったもの・嫌だったもの」として、１３名から回答が挙げられており、

アサーティブネストレーニング（３名）、問題解決療法（３名）、その他、アサーティブネストー

レニングや問題解決療法に関係していると思われる内容が数名から挙げられていた。実際の回

答では、「アサーション自体は非常にやってて楽しくためになったが、自分の抱えている問題

（バイトの面接）などに活かしづらい所がやりにくかった」、「自分の問題解決について、自分

自身の問題の解決策がみえなくて少しやりにくかったかなと思いました」が挙げられていた。

また、「人間関係で困っていること。あまり困っていることがなく、やりにくかった」という

意見も挙がっていた。要するに、トレーニングで理解することはできたが、自らの現実の問題

に応用できなかったり、解決策をみつけることが難しいようであった。

「『こういうこともやりたかった』というリクエスト」については、「相手の気持ちや考えを

より理解するためのスキルを学びたかった」「相手を怒らせてしまった時の対処」などが挙げ

られた。

３．考　察

コミュニケーション心理学実習の第１回目の授業で回答を求めた伸ばしたいスキルの相手で

は、友人が多かった。スキルでは、「伝えるスキル」を伸ばしたいという要望が多く、相手に

どのように自分の要望を伝えるかという点に、難しさを感じている大学生が多いようであっ

た。これは、彼らが良好な友人関係を開始・維持したいために、自らの要望を伝えることを恐
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れるばかり、今まで友人との関係の中で、伝えるスキルを学習してこなかったからかもしれな

い。堀田ら（２０１７）は、大学生を対象にアサーティブネストレーニングを実施した結果、「迷

惑かもしれない」、「嫌われたくない」、「よく思われたい」などの過剰適応から自己抑制状態に

なることを報告している。このように、相手の気持ちを考えすぎて、自分の言いたいことを言

えず、悩む学生も多いことが推測される。大学での友人関係は、アルバイト先での接客など、

短時間で終わるコミュニケーションとは異なり、良好な人間関係を構築したいという気持ちが

強いため、自分の意見や気持ちを抑えることがあるのかもしれない。

この実習でやってみて楽しかったもの・ためになったものについては、第２回目に行ったグ

ループで絡めた紐を解いていくワークが挙げられていた。このワークはノンバーバルコミュニ

ケーションでも実施したため、「表現するスキル」、「相手のジェスチャーから仲間を理解するス

キル」なども必要とされていた。このように言葉だけでなく、身体を動かしながら、ゲーム感

覚でグループ活動を行ったことが楽しかった可能性もある。アサーティブネストレーニングの

ロールプレイも楽しかった・役にたったこととして数名から報告されていた。前年度の授業の

アサーティブネストレーニングについてまとめた堀田ら（２０１７）でも、受講生から「ロールプ

レイによって自信がつく、伝えられそうな気持になる」、「ロールプレイによって自分の本当の

気持ちや伝えたいことが明確になっていく」などの感想が報告されている （p.１４）。このよう

に、ロールプレイで繰り返し練習することにより、実際に伝えることができる気持ちが高まる

可能性が高い。堀田ら（２０１７）のアサーティブネストレーニングのロールプレイの感想では、

「伝え方の大切さ」、「練習、繰り返しの大切さ」などが報告されており、ボディーランゲージ

の気づき、繰り返すことにより伝えやすくなることへの気づきなどが得られたようであった。

やりにくかったもの・嫌だったものについては、受講生自身の個別の課題を扱うアサーティ

ブネストレーニングや問題解決療法が数名から挙げられていた。この実習では、アサーティブ

ネストレーニングや問題解決療法を４週間で行っているため、受講生がこのスキルを用いて実

際の場面で試してみるには十分な時間がなく、難しい経験であったことが推測される。また、

受講時に対人関係で悩みを抱えていない学生もいたようであった。高井（２００８）の研究におい

て、人間関係で悩みがある学生が男子で６０.２％、女子で６６.５％と報告されていることから、全員

が人間関係の悩みを抱えているというわけでもない。今後の課題としては、受講時に人間関係

で問題がない学生に対しても、対人関係に関する事例を挙げたり、今までの対人関係における

問題を振り返るような機会を与えることも良いかもしれない。また、アサーティブネストレー

34―　　―

近畿大学教育論叢　第３０巻第２号（２０１９・２）



ニングや問題解決療法は、４週間という短期間では効果がみえにくい可能性もある。そのた

め、実習終了から６カ月後、１
　

 年後にも再調査をすることで、この授業の効果がより明確にな

るだろう。

授業の初回で得られた伸ばしたいスキルの回答からわかるように、挨拶や声掛けなど、基本

的なコミュニケーションスキルを伸ばしたい学生と、友人との問題の解決など高次のコミュニ

ケーションスキルの向上を求める学生がいた。そのため、学生が授業の内容を十分に把握し、

後まで継続して参加できるように、初回の授業での説明も大切になる。「こういうこともや

りたかった」という授業内容に対する要望では、「相手の気持ちや考えの理解」、「相手の怒り

への対処」など、相手に伝える、相談するだけではなく、他者の気持ちの理解や対処について

のスキルを学ぶことを希望している学生もいた。そのため、相手の気持ちを引き出すような聴

き方や相手の気持ちへの共感を示すスキルなど、青野（２０１０）が実施しているカウンセリング

技法についての教育も、さらに充実していくことが必要とされる。

今後、このようなコミュニケーション心理学実習で実施した内容を他分野の学生に教育する

ことも勧められる。今回の実習に参加した大学生は心理学を専攻としており、１
　

 年生で心理学

の基礎を学習しているため、心理学の理論や概念を深めることを目的としていたが、心理学以

外を専攻する他の学生にトレーニングを実施するときは、心理学の基礎的知識がない前提で、

内容・進め方についての工夫が求められる。また、後半のアサーティブネストレーニングや問

題解決療法に難しさを感じている受講生もいたため、このような実習科目を基本的なコミュニ

ケーションスキル（挨拶、話し方、関係開始スキル、会話の持続など）と問題解決などの高レ

ベルのコミュニケーションスキルの２コースに分けて行うことで、受講生が求めているコミュ

ニケーションスキルの向上に貢献できるかもしれない。関係開始のコミュニケーションスキル

には自信があるが、対人関係の問題を解決することに難しさを感じている学生、もしくはカウ

ンセラーや心理職を目指す学生などには、問題解決療法といったように、それぞれの学生が備

えている能力や目標に応じて、段階を踏みながら、対人コミュニケーションの問題について考

えていくことは非常に有効であると考える。

今後も、「コミュニケーション心理学実習」に関する調査についても、定期的に実施するこ

とが必要と考えられる。指導者が実習における学生の理解度や満足度を調査、分析し、実習内

容を改善することにより、受講者自らの学びを深めることができるであろう。
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